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 近年の薄膜・デバイス作製技術の進歩により、電気二重層界面、酸化物へテロ界面、MBE

法や機械剥離法による単原子層膜等において、極限的薄さ（1 ユニットセル厚さ）と高い

結晶性を合わせ持つ新しいタイプの超伝導体が創出されている。これらは「高結晶性二次

元超伝導体」と呼ばれ、バルクや従来型の金属薄膜にはない新奇物性を示す系として期待

されている[1]。このような究極的な二次元超伝導の本質に迫る手法の一つとして、我々は

電気二重層トランジスタを取り上げ、そこで発現する電界誘起二次元超伝導を研究してき

た。本セミナーでは、これまで見い出してきた、(i)原子層化と高キャリア密度制御による

FeSe の電界誘起高温超伝導[2]、(ii)電子閉じ込めとともに生じるスピン軌道相互作用に

よって保護された SrTiO3や MoS2の強磁場超伝導[3]といった現象について、ともに発展し

てきた物性制御技術を交えながら紹介する。 
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